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　生活保護基準の切り下げ阻止や生活底上げを訴えて7月12日と13日、西と東に分かれてスタートし
た反貧困2008全国キャラバン行動は、47都道府県をリレーして10月19日、明治公園にゴールした(写
真右)。キャラバン隊は当日開かれた「反貧困世直しイッキ大集会～垣根を越えてつながろう～」の
到着イベントに参加し、東西のキャラバン報告を行った。

　反貧困ネットワークの主催の世直しイッキ大集
会には、労働組合や様々なＮＧＯ、市民団体から
約2,000名が参加した。呼びかけ人には笹森清会
長が名を連ね、中央労福協は協賛団体として参加
した。またこの集会には東京、埼玉、千葉、栃木、
高知の各労福協も参加した。
　宇都宮健児弁護士の開会宣言で始まった集会で
は、国連の「貧困撲滅のための国際デー」に呼応
して"STAND UP ACTION"を行い(写真上)、全員で
貧困撲滅の意思表示をした。参加者は１２の分科
会に分かれて討論や交流を行った後、渋谷の宮下
公園までパレードした(写真右下)。

　この行動に参加した笹森会長は、10月21日の
ＢＳ11「INsideOUT」の番組に出演し、「反貧
困の闘い」をテーマに１時間近くにわたり熱弁
をふるった。

　11月1日(土)～2日(日)に大阪府の大阪城ホール
にて、日本生活協同組合連合会主催の「コープ　
たべる、たいせつフェスティバル２００８」が開
催された。開会当日は快晴に恵まれ、開会式で、
山下日本生協連会長のご挨拶に続き、各行政代表
者の祝辞があった。開場前から親子連れが長蛇の
列を作り、食への関心の高さがうかがえた。出展
は、生協関連(海外含む)、行政、国際機関関連、
農協、教育機関、研究機関、食品メーカー、生産
者など団体・組織135団体の展示があった。２日
間で37,456名の来場者。

お知らせ  中央労福協事務局人事

○ご苦労様でした
　10月1日付　事務局次長の小牟田稔之さんが全労済
　　　　　　（自動車共済全国事業本部）へ帰任。
　11月4日付　事務局次長の林道寛さんが連合本部
　　　　　　（組織拡大・組織対策局）へ帰任。
○よろしくお願いします。
　10月1日付　事務局次長に山﨑望さんが全労済から

　　　　　 　中央労福協事務局に出向。

　中央労福協、連合、労金協会、全労済でつくる
「ライフスタイルを見直す環境会議」は、11月１
日から2日間、東京・新宿御苑で開催された「ラ
イフスタイルフォーラム2008in新宿御苑」に参加
し、「地球と共生するくらしかた」でキャンペー
ンを行い、中央労福協からも高橋事務局長を中心
に事務局が参加した。主催はＮＧＯ・ＮＰＯ、労
働組合、生協、企業などでつくる実行委員会と環
境省。
　環境会議のテントでは２日間、環境をテーマに
した１０問のクイズに答えるとエコバッグがあた
るイベントや労金、全労済などが取り組んでいる
活動紹介のパネルを展示し、特にクイズでは
参加した親子連れなどが盛んにチャレンジした。
また、特別フォーラムとしてライフスタイルフォ
ーラム2008の総合コーディネーターの辻信一氏が
中心のトークセッションが行われた。

▲「ライフスタイルを見直す環境会議」のテント

▲晴天の新宿御苑の中に現れたライフスタイル

　フォーラムのテント群

▲多くの来場者があった大阪城ホール

▲テープカットする山下会長（左から一人目）

　私たちは、今日ここに「世直し」のために集まりま
した。
　どんな世を直すのか。
　それは、人が人らしく生きられない、人間がモノ扱
いされる、命よりもお金や効率が優先される、貧困が
広がる、そんな世を直すためです。
　どうやって直すのか。
　それは、一人一人が声を上げ、場所を作り、それに
よって仲間を増やし、守られる空間をつくり、一人じ
ゃないことを確認し、そして相互に垣根を越えてつな
がっていくことで直します。
　私たちの社会は今、間違った方向に進んでいます。
私たちはそれを直したい。それが、私たちの責任です。
「自己責任」などは、決して私たちが取るべき責任で
はない。私たちには私たちの、市民には市民の、責任
の取り方がある。
（中略）
　私たちは、垣根を越えたつながりを作ろう。
　労働者派遣法を抜本的に改正させ、社会保障費2200
億円削減を撤回させよう。
　貧困の削減目標を立てさせよう。
　そして、誰もが生きやすい社会を作ろう。
　それが、私たちの権利であり責任だ。

「反貧困“世直しイッキ”大集会
～垣根を越えて、つながろう～」集会宣言

▲高知から駆付けた岡林会長

　と大久保さん(中央と右)

▲一揆の装束で開会宣言する

宇都宮弁護士

全国をリレーしてゴールした

キャラバンカー(西ルートの車)

　10月15日、熊本労福協は熊退連と共催した「怒
り心頭・高齢者医療制度撤回の集い」を約240名
が参加して、開催した。労福協事業体の「秋津レ
ークタウンクリニック」理事長木村孝文医師が、
分かり易く制度の欠陥を講演し、参加者は怒りを
新たにした。集会は、この他、コーラス発表（写
真下）等もあった。

熊本労福協
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新潟県労福協会長　江花和郎特集

　9月末にモンドラゴンへ行ってきました。スペ
イン北部バスク地方にある町です。日本の地図に
は載っていません。バルセロナから650ｋｍ、バ
スで約9時間かかりました。スペインで30年も仕
事をしているという日本人通訳ガイドも初めて行
ったそうで、彼
は「あなた方は
何でこんな山奥
まで行くの？」
という顔をして
いました。本当
に山の中の町で、
最後は曲がりく
ねった山道の峠
越えでした。
　ここにモンドラゴン協同組合(MCC：Mondoragon
Corporations Cooperative）の本部と中核的な事
業体があります。1956年に5人の若い技術者が始
めた石油ストーブ製造事業は、現在10万人が働く
企業体に成長しました。
　しかもこれは労働者が出資し経営管理する協同
組合なのです。出資して組合員にならなければ働
くこともできません。独自の金融機関（労働人民
金庫）と社会保障機関を持ち、研究機関や大学も
あり、先端の科学技術を利用した製造・建設部門、
生活消費物資を販売するスーパーマーケット部門
など、巨大な協同組合企業体で、周辺に拠点を広
げ、世界と取り引きしています。
　モンドラゴンは1956年には人口8,000人の村で
したが、現在の人口は24,000人、市街には新しい
集合住宅も立ち並び、住民の６割がＭＣＣの組合
員だそうです。
　「モンドラゴンの目的は地方のコミュニティの
向上であって、よその株主を富ませることではな

い」
　ところで我が中山間地や離島の地域社会は持続
可能でしょうか？
　新潟県は森や水をはじめ豊かな自然環境に恵ま
れ、食料自給率99％という農水産業が特徴です。
小さくても地域に必要な仕事を作り出し（農業･
食料、福祉、教育･子育て、環境、住居、交通、
健康、観光など）、そんなに収入が多くなくとも
人間らしい仕事をして自然の恵みを受けながら地
域で支えあって生きていく社会を目指したらどう
だろう。
　私たち（新潟県労福協の関係者）は、新潟県の
地域社会再生の先進事例を探しにこのＭＣＣの視
察に出掛けたのです。
　私は雇用労働の世界で生きてきた人間ですが、
疲弊していく地方で「自立した持続可能な地域社
会」を実現するには、協同労働は使えるかもしれ
ないと考え始めています。ライフサポートセンタ
ーはその新しい人間関係の拠点です。
（追記）11月22･23日に新潟市でこの協同労働の
全国集会が開催されることになりました。これも
巡り会わせです。全国から大勢の皆さんのお出で
をお待ちしています。
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左から３人目が江花会長
山梨県

9.30～10.5

千葉県

10.9～14

府内全域で街宣活動

　10月8日、東京湾アクアライン・海ホタルにて、
神奈川県から宣伝カーを引き継ぎ、9日木更津市・
君津市、10日茂原市、銚子市、11日我孫子市、野
田市、松戸市、12日柏市、印西市、成田市、13日
市原市、千葉市、八千代市、佐倉市、14日船橋市、
市川市と街宣行動を展開（写真下）。最後のＪＲ
市川駅頭においては、東京への引き継ぎ場所とあ
って30名が参加して道行く人に「貧困撲滅」を訴
えた。
　各駅頭では、連合
千葉、地区労福協、
弁護士、司法書士等
の関係者の協力を得
て生活保護制度の内
容のティッシュを配
布した。どの地区でも市民の関心が高く、いつも
より受け取る人が多かった。今後これを機会に、
学習会、自治体申し入れ行動等をしていきたい。

東京都

10.17～18　　東コースのアンカーを
　　しっかりつとめた
　東ルートでは10月17日、池袋駅でのキャンペー
ンから東京労福協がキャラバンカーを引き継いだ。
キャラバンのアンカーとして、10月18日新宿駅で
のキャンペーンなどを行い、翌日19日、無事明治
公園にゴールすることができた。

富士山麓でキャラバンカーをリレー

　9月30日、全国クレサラ被害者連絡協議会が自
殺防止看板を設置した富士山麓(富岳風穴)におい
て、山梨県労福協・弁護士会・司法書士会など各

団体が参加の中、
平野静岡県労福協
会長から田中山梨
県労福協会長に反
貧困全国2008キャ
ラバンカーのカギ
が引継がれた（連
合山梨は協賛、写
真左）。同日夜、
約100名が参加し

た記念講演会において、湯浅誠氏は「（会社に）
ノーといえない労働者をつくり、日本は急速に中
間層が減少し、富裕層と貧困層が増えるひょうた
ん型社会になってきている」と指摘し、労働運動
と社会保障運動
がセットで運動
を進める重要性
を訴えた。キャ
ラバンは街宣行
動・無料相談活
動を行い、10月5日、
神奈川に引き継
いだ。

甲府駅前で街宣行動

京都府

9.29～10.2

和歌山県

10.11～14

府内全域で街宣活動

　9月27日～28日、非正規労働・生活保護電話相談・
24時間ホットラインを反貧困キャラバン京都実行
委員会とＮＰＯ法人あったかサポートの共催で実
施。弁護士、司法書士、社会保険労務士が連携す
る初の取り組みとなった。9月29日、反貧困京都
集会をラボール京都大ホールで開催。非正規労働
者、多重債務被害者、後期高齢者、生活保護の老
齢加算・母子加算廃止の取り消しを求める生存権
訴訟原告などの各報告や、湯浅誠さんの講演「他
人事ではない日本社会の貧困～貧困は自己責任か
～」に300名の参加者が熱心に耳を傾けた。30日
から10月2日までの3日間、実行委員会を構成する
労福協や弁護士会、司法書士会、多重債務被害者
平安の会が、京都市
内をはじめ、北部の
京丹後や宮津・舞鶴
市から南部の宇治、
木津川市や精華町など、
府内全域を巡回して
反貧困を訴える街宣
活動や行政訪問を展
開した。（写真右）

市民など180名が参加して講演会開催

　県労福協、和歌山クレジット・サラ金問題対策
協議会（クレサラ対協）、クレジット・サラ金被
害をなくす会（あざみの会）、和歌山県生活と健

康を守る会の４つの団
体で、反貧困全国キャ
ラバン和歌山実行委員
会を立ち上げ。11日は
奈良県からのキャラバ
ンカーを受継ぎ、紀ノ
川沿いに宣伝活動。夕

方からはＪＲ和歌山駅頭で街頭宣伝とビラ配布(写
真上)、12日は和歌山市内、13日は御坊市から海
岸沿いに北上してキャンペーンした。14日には和
歌山県と和歌山市へ要請。15日夕方から県労福協
と実行委員会の共催で湯浅誠さんを招いて講演会
を開催。一般
市民など180
人を超す聴衆
で会場は一杯
となった。
(写真右)




